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【本件の概要】 

弘前大学農学生命科学部地域環境工学科の鄒青穎（ツォウ チンイン）講師と藤里町及

び環白神エコツーリズム推進協議会は，白神山地の地すべり地を活用したエコツーリズム

の推進を目的として，令和５年６月１日から２年間にわたる共同研究を行うことを決定し

ました。この取り組みは，地すべり地の生態系に関する理解を深め，地学教育や環境教育

の充実，エコツーリズムの推進，自然環境保全の意識醸成，地域振興への貢献を目指して

います。 

共同研究の一環として，藤里町の岳岱自然観察教育林等の地すべり地を調査地として選

び，地形の成り立ちを明らかにすることが計画されています。研究グループは詳細な地形

データや植生情報を収集し，緻密な分析を行います。これにより，地すべり地の形成過程

や植生との関係性について新たな知見を得ることが期待されます。 

さらに，研究結果を地域に還元するための活動も積極的に行われます。藤里町の環白神

エコツーリズムの事務局や関係機関との緊密な連携を図り，研究成果を活かした地域への

提言や教育プログラムの開発に取り組みます。これによって，地域の住民や観光客に対し

て，地すべり地の生態系や自然環境の大切さを伝えるとともに，持続可能なエコツーリズ

ムの促進に寄与します。 

この共同研究は，弘前大学と藤里町が協力して取り組んでおり，地すべり地を活用した

エコツーリズムの推進において重要な一歩です。両者の専門知識や経験を結集し，地域の

自然環境と文化に配慮しながら，地学教育・環境教育・防災教育などの分野での取り組み

を推進してまいります。 

 

 

 

 

弘前大学と藤里町が白神山地の地すべり地を活用した 

エコツーリズムの共同研究を開始 
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【取材に関するお問い合わせ先】 

（ 所 属 ） 弘前大学農学生命科学地域環境工学科 

（役職・氏名） 講師・鄒青穎（ツォウ チンイン） 

（電話・FAX） 0172-39-3842 

（ E - m a i l ） tsou.chingying@hirosaki-u.ac.jp 

 

【取材に関するお問い合わせ先】 

（ 所 属 ） 
藤里町商工観光課・商工観光係長 

環白神エコツーリズム推進協議会事務局次長 

（氏名） 佐々木吉昭 

（電話・FAX） 0185-79-2115 

（ E - m a i l ） yocy-ssk@town.fujisato.lg.jp 

 

 


